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NEWS
2009.2~2009.7

東
京
藝
術
大
学

次
期
学
長
候
補
者
に

宮
田
亮
平
現
学
長
を
選
考

　

東
京
芸
術
大
学
学
長
選
考
会
議
は
、

三
月
十
九
日
開
催
の
会
議
に
お
い
て
、

宮
田
亮
平
現
学
長
の
任
期
満
了
（
平

成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
）
に
伴

う
次
期
学
長
候
補
者
を
次
の
通
り
選

考
し
た
。

︻
次
期
学
長
候
補
者
︼

氏
名
：
宮
田　

亮
平

現
職
：
学
長

任
期
：
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
～

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

出
版
会
活
動

◆
楽
譜
『
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
弦
楽
の
た
め

の
セ
レ
ナ
ー
デ
」
ピ
ア
ノ
独
奏
版
』
を
三
月

二
十
七
日
よ
り
発
売

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
な
か
で
も
屈
指
の
名
曲

の
一
つ
で
、
広
く
一
般
に
愛
好
さ
れ
て
い
る
作

品
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
弦
楽
の
た
め
の
セ

レ
ナ
ー
デ
」
作
品
48
を
ピ
ア
ノ
独
奏
用
に
編
曲

し
た
楽
譜
。
弦
楽
パ
ー
ト
の
多
彩
な
連
携
に
よ

る
表
情
豊
か
な
名
作
を
、
一
台
の
ピ
ア
ノ
独
奏

用
に
編
曲
し
た
こ
の
版
は
、
原
曲
の
音
楽
内
容

を
最
大
限
に
盛
り
込
ん
だ
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
で
あ
り
、
ピ
ア
ノ
演
奏
の
ソ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
魅
力
を
併
せ
持
っ
た
新
た
な
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

◆
Ｃ
Ｄ
『
ホ
ル
ベ
ル
ク
組
曲
～
マ
リ
ン
バ
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
ク
イ
ン
ト
』
を
四
月
十
六
日
よ

り
発
売

　

も
と
も
と
弦
楽
合
奏
の
た
め
に
書
か
れ
た
グ

リ
ー
グ
の
作
品
と
バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
作
品
を
、

五
台
の
マ
リ
ン
バ
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ

っ
て
演
奏
し
、
新
た
な
サ
ウ
ン
ド
を
奏
で
る
。

︽
ホ
ル
ベ
ル
ク
組
曲
︾（
グ
リ
ー
グ
）
の
「
前
奏

曲
」
や
「
リ
ゴ
ー
ド
ン
」
に
お
け
る
涼
や
か
な

音
色
、「
ア
リ
ア
」
や ︽
二
つ
の
悲
し
き
旋
律
︾

（
グ
リ
ー
グ
）
の
「
春
」
に
お
け
る
ト
レ
モ
ロ

な
ど
、
マ
リ
ン
バ
な
ら
で
は
の
響
き
が
、
原
曲

か
ら
新
た
な
魅
力
を
引
き
出
す
。

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
邦
楽
で
綴
る
『
平
家
の
物
語
』
前
編

を
五
月
十
二
日
よ
り
発
売

「
平
家
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
〇
〇
八
年
九

月
十
一
日
、
奏
楽
堂
に
お
い
て
公
演
さ
れ
た

「
邦
楽
で
綴
る
﹃
平
家
の
物
語
﹄
前
編
」
を
完

全
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
。
入
道
清
盛
の
入
寂
ま
で

を
題
材
に
、
既
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
古
典
曲
と

新
た
に
創
作
し
た
曲
と
を
交
え
て
構
成
し
、
各

曲
の
間
を
語
り
で
わ
か
り
や
す
く
綴
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
物
語
全
体
の
把
握
を
試
み
た
画
期
的

な
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
藝
術
大
学
出
版
会
の
出
版
物
等
は
、
本

学
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
、
ア
マ
ゾ
ン
（
ネ
ッ
ト

販
売
）
お
よ
び
一
般
書
店
に
て
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

（
〇
五
〇―

五
五
二
五―

二
一
〇
二
）
ま
で

交　

流

◆
大
学
間
国
際
交
流
協
定
締
結

　

二
月
二
十
日
、
ウ
ィ
ー
ン
応
用
芸
術
大
学

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
と
本
学
は
、
芸
術
に
関
す

る
交
流
及
び
教
育
研
究
協
力
を
行
う
こ
と
に
合

意
し
、
芸
術
国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

　

六
月
八
日
、
国
立
台
湾
芸
術
大
学
（
台
湾
）

と
本
学
は
、
芸
術
に
関
す
る
交
流
を
深
め
る
と

と
も
に
、
教
育
及
び
研
究
に
関
す
る
協
力
を
行

う
こ
と
に
合
意
し
、
芸
術
国
際
交
流
協
定
を
締

結
し
た
。

　

七
月
二
十
七
日
、
国
立
台
北
芸
術
大
学
（
台

湾
）
と
本
学
は
、
芸
術
に
関
す
る
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
教
育
及
び
研
究
に
関
す
る
協
力

を
行
う
こ
と
に
合
意
し
、
芸
術
国
際
交
流
協
定

を
締
結
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
印
に
よ
り
、
本
学
に
お
け
る
交

流
協
定
締
結
校
は
十
六
か
国
（
地
域
）、
四
十

二
大
学
等
と
な
っ
た
。

◆
東
京
藝
術
大
学
と
理
化
学
研
究
所
が
連
携
協

力
協
定
を
締
結

　

三
月
二
十
四
日
、
本
学
と
理
化
学
研
究
所
は
、

芸
術
と
科
学
と
い
う
全
く
異
な
る
分
野
が
お
互

い
の
違
い
を
知
る
こ
と
で
、
こ
こ
ろ
や
意
識
を

含
む
森
羅
万
象
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
見
方
で
迫

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
連
携
協
力
協
定
を
結
び
、
理
研
東
京
連
絡
事

務
所
（
千
代
田
区
）
に
お
い
て
、
宮
田
亮
平
学

長
と
野
依
良
治
理
事
長
が
連
携
・
協
力
の
推
進

に
関
す
る
基
本
協
定
書
に
署
名
し
た
。

　

今
後
は
、
総
合
的
に
芸
術
と
科
学
を
極
め
て

い
る
両
機
関
が
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
組
織

を
あ
げ
て
連
携
協
力
を
行
い
、
研
究
・
人
材
育

成
・
共
同
制
作
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な

る
。

受
章
・
受
賞

◆
鈴
木
雅
明
教
授
が
「
芸
術
選
奨
文
部
科
学

大
臣
賞
」
を
受
賞

　

三
月
十
六
日
、
音
楽
学
部
器
楽
科
（
古
楽
）

の
鈴
木
雅
明
教
授
が
、
平
成
二
十
年
度
の
音
楽

部
門
に
お
け
る
優
れ
た
活
動
を
評
価
さ
れ
、
芸

術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

◆
黒
沢
清
教
授
が
「
第
三
回
ア
ジ
ア
・
フ
ィ
ル

ム
・
ア
ワ
ー
ド
」（
中
国
）
作
品
賞
、
脚
本

賞
を
受
章

　

三
月
二
十
三
日
、
大
学
院
映
像
研
究
科
映
画

専
攻
黒
沢
清
教
授
が
、「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ソ
ナ
タ
」

で
第
三
回
ア
ジ
ア
・
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ワ
ー
ド

（
中
国
）
作
品
賞
、
脚
本
賞
を
受
賞
し
た
。

◆
桐
野
文
良
准
教
授
が
「
二
〇
〇
八
年
度 

日

立
技
術
士
会
賞
」
を
受
賞

　

四
月
十
七
日
、
大
学
院
美
術
研
究
科
文
化
財

保
存
学
専
攻
（
保
存
科
学
）
桐
野
文
良
准
教
授

が
取
り
組
ん
だ
「
技
術
士
育
成
支
援
の
た
め
の

図
書
出
版
等
に
関
す
る
特
別
会
員
グ
ル
ー
プ
活

動
」
が
、
社
会
に
貢
献
し
た
と
評
価
さ
れ
、
二

〇
〇
八
年
度
日
立
技
術
士
会
賞
を
受
賞
し
た
。

運　

営

◆
東
京
藝
大
ク
ッ
キ
ー
発
売
！

　

三
月
十
九
日
よ
り
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
に

て
、
東
京
藝
大
ク
ッ
キ
ー
の
販
売
が
開
始
さ
れ

た
。
こ
の
ク
ッ
キ
ー
は
、
本
学
が
企
画
販
売
し

た
「
東
京
藝
術
大
学
カ
レ
ン
ダ
ー
」、「
藝
大

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ウ
ォ
レ
ッ
ト
」

に
続
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
商
品
で
、
販
売
価
格

は
一
〇
〇
〇
円
（
税
込
）。

　

ク
ッ
キ
ー
は
、
新
百
合
个
丘
と
立
川
に
店
舗

を
持
つ
洋
菓
子
店
・
イ
ル
フ
ェ
ジ
ュ
ー
ル
の
シ

ェ
フ
宍
戸
哉
夫
氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
食
べ

応
え
の
あ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
、
厳
選
さ
れ
た
素

材
を
用
い
た
、
プ
ラ
リ
ネ
と
ア
ー
モ
ン
ド
シ
ョ

コ
ラ
の
二
種
の
味
を
用
意
。
ま
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
は
、
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
の
松
下

計
准
教
授
が
監
修
し
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
贅
沢
な

仕
様
が
気
品
を
感
じ
さ
せ
る
。

◆
平
成
二
十
年
度
卒
業
式
「
悠
々
と
!!　

悠

然
と
!!
」

　

三
月
二
十
五
日
、
奏
楽
堂
に
て
平
成
二
十
年

度
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
式
は
器
楽
科
学
部

生
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
で
清
々
し
く
幕
を
開
け
、

学
長
式
辞
に
お
い
て
は
、
箏
、
鼓
、
笛
、
三
味

線
な
ど
の
慶
祝
の
雰
囲
気
に
満
ち
た
演
奏
が
、

邦
楽
科
の
教
員
ら
に
よ
り
奏
で
ら
れ
る
な
か
宮

田
学
長
が
登
場
し
、
巨
大
な
特
製
パ
ネ
ル
に

「
悠
」
と
い
う
文
字
を
揮
毫
し
た
。
宮
田
学
長

は
「
悠
」
を
「
水
で
心
身
が
清
め
ら
れ
た
平
安

な
心
の
様
子
を
表
す
字
」
と
説
明
し
、
豊
か
な

包
容
力
を
も
っ
て
歩
ん
で
い
く
よ
う
、
大
学
を

巣
立
つ
若
者
た
ち
を
激
励
し
た
。

◆
平
成
二
十
一
年
度
入
学
式

　

四
月
十
日
、
奏
楽
堂
に
て
平
成
二
十
一
年
度

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
器
楽
科
学
部
生
が
奏

で
る
弦
楽
四
重
奏
の
明
る
い
弦
の
調
べ
で
歓
迎

す
る
と
と
も
に
、
学
長
式
辞
で
壇
上
に
立
っ
た

宮
田
学
長
は
、
壇
上
で
揮
毫
し
た
「
視
」
と
い

う
文
字
を
掲
げ
、
自
ら
の
目
で
広
い
視
野
と
国
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第19号刊行にあたって

　今号の特集は、〝藝大の窓口〞 と
して定着した感のある、大学美術館
と奏楽堂の 10年を振り返る企画で
ある。それぞれの社会との関わり方、
立ち位置のようなものが徐々に明確
になっていく過程が座談会で語られ
ている。
　美術館やコンサートホールは、ど
この市町村にも点在するが、大学内
にある、ということがやはり他とは
異なる。この春、私が所属するデザ
イン科主催で行った企業のデザイン
展でも感じたことだが、大学の場で
開催されることによって、市場では
見つけられない、例えばピュアな造
形美や社会背景といった商品本来の
魅力（市場評価とは違う）が確認で
きる。
　過度な情報によって本質を見失っ
てしまう時代である。本来の価値を
取り戻せる場は、日本にそうあるも
のではない。二つの窓口への期待は、
今後とも大きい。

藝大通信編集長
長濱雅彦

展覧会・演奏会の最新情報は、東京藝術大学公式
Webサイト（http://www.geidai.ac.jp）をご覧ください。

展覧会についてのお問い合わせ
東京藝術大学大学美術館　Tel. 050-5525-2200
NTTハローダイヤル　Tel. 050-5777-8600

演奏会についてのお問い合わせ
東京藝術大学音楽学部演奏企画室
　Tel. 050-5525-2300

演奏会チケットの取り扱い
藝大アートプラザ　Tel. 050-5525-2102
ヴォートル・チケットセンター
　Tel. 03-5355-1280
チケットぴあ　Tel. 0570-02-0990
東京文化会館チケットサービス
　Tel. 03-5815-5452

藝大アートプラザのご案内
（株）藝大BiOn（ビオン）
　Tel. 050-5525-2102
　Fax 050-5525-2486

際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
よ
り
豊
か
な
想
像
力
と

判
断
力
を
持
つ
優
れ
た
人
間
へ
と
成
長
し
て
ほ

し
い
と
話
し
、
映
画
の
撮
影
で
使
用
す
る
「
カ

チ
ン
コ
」
を
鳴
ら
し
て
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
学
生
た
ち
を
鼓
舞
し
た
。

◆
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
「
尼
門
跡
寺
院
の
世

界
」
展
を
鑑
賞

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
、
四
月
二
十
七
日
、

本
学
を
訪
れ
、
大
学
美
術
館
で
開
催
中
の
「
尼

門
跡
寺
院
の
世
界
」
展
を
鑑
賞
さ
れ
た
。

　

尼あ
ま

門も
ん

跡ぜ
き

寺
院
と
は
、
皇
族
・
公
家
や
将
軍
家

な
ど
、
高
貴
な
身
分
の
女
性
が
代
々
の
住
持
を

務
め
て
き
た
尼
寺
の
こ
と
で
、
今
も
な
お
京

都
・
奈
良
に
十
三
か
寺
が
残
っ
て
い
る
。
本
展

で
は
、
数
百
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た

書
や
調
度
品
、
肖
像
画
、
御
所
人
形
な
ど
百
八

十
余
点
を
展
示
し
、
寺
院
で
培
わ
れ
、
伝
え
ら

れ
て
き
た
典
雅
な
伝
統
文
化
を
紹
介
。

　

宮
田
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
本
展
関
係
者
に

迎
え
ら
れ
た
両
陛
下
は
、
横
溝
廣
子
准
教
授
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
皇
室
ゆ
か
り
の
品
々
な

ど
を
熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
展
に
は
両
陛
下
を
は
じ
め
皇
族
方

が
相
次
い
で
来
場
さ
れ
、
尼
僧
た
ち
が
守
り
続

け
た
高
尚
な
伝
統
文
化
の
数
々
を
熱
心
に
ご
覧

に
な
っ
た
。

◆
映
画
「
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
フ
」
が
劇
場
公
開

　

大
学
院
映
像
研
究
科
映
画
専
攻
第
三
期
生
が
、

企
画
か
ら
資
金
集
め
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
撮

影
、
編
集
、
宣
伝
配
給
ま
で
手
掛
け
た
映
画

「
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
フ
」
が
、
六
月
十
三
日
か
ら

東
京
（
新
宿
バ
ル
ト
９
）
を
は
じ
め
、
大
阪
、

広
島
、
九
州
に
て
劇
場
公
開
さ
れ
た
。

　

現
代
の
人
気
作
家
の
小
説
を
藝
大
生
が
映
像

化
す
る
と
い
う
企
画
に
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作

家
・
伊
坂
幸
太
郎
氏
が
賛
同
。
同
じ
く
企
画
に

賛
同
し
て
出
演
を
決
め
た
豪
華
キ
ャ
ス
ト
の

面
々
や
、
出
資
企
業
各
社
と
共
に
、
企
画
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
、
制
作
ま
で
の
全
工
程
を
学
生
が
中

心
と
な
っ
て
行
い
完
成
し
た
本
作
品
。
当
初
は

単
館
上
映
の
予
定
だ
っ
た
が
、
大
ヒ
ッ
ト
ス

タ
ー
ト
を
受
け
て
、
全
国
順
次
公
開
が
決
定
す

る
な
ど
映
画
界
の
話
題
を
集
め
た
。

◆
学
長
と
語
ろ
う
Ⅴ　

奏
楽
堂
ト
ー
ク
＆
コ
ン

サ
ー
ト

　

六
月
二
十
日
、
奏
楽
堂
に
お
い
て
、
第
五
回

「
学
長
と
語
ろ
う　

奏
楽
堂
ト
ー
ク
＆
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
、
ゲ
ス
ト
に
文
化
人
類
学
者
と
し

て
著
名
な
青
木
保
文
化
庁
長
官
を
招
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　

第
一
部
は
、
青
木
長
官
と
宮
田
学
長
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
文
化
・
芸
術
に
つ
い
て
語

り
合
っ
た
。
な
か
で
も
日
本
文
化
が
大
衆
娯
楽

性
と
芸
術
性
の
両
方
を
備
え
る
こ
と
、
現
在
、

世
界
中
に
浸
透
し
そ
の
重
要
性
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
日
本
文
化
を
取
り
ま
く

状
況
が
確
認
さ
れ
、
日
本
が
ア
ジ
ア
と
連
携
し

て
、
世
界
に
羽
ば
た
く
時
期
が
よ
う
や
く
や
っ

て
き
た
と
今
後
の
更
な
る
発
展
へ
の
期
待
を
込

め
て
対
談
は
終
了
し
た
。

　

第
二
部
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
湯
浅
卓
雄
准
教

授
の
指
揮
に
よ
る
藝
大
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、

青
木
長
官
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、「
ラ
プ
ソ

デ
ィ
（
狂
詩
曲
）」
の
名
を
冠
し
た
名
作
三
曲

を
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
演
奏
し
、
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
の
な
か
幕
を
閉
じ
た
。

　

次
回
、
第
六
回
「
学
長
と
語
ろ
う　

奏
楽
堂

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
水
中
カ
メ
ラ
マ

ン
の
中
村
征
夫
氏
を
招
き
、
十
一
月
十
四
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
。

◆
藝
大
と
あ
そ
ぼ
う
〈
よ
う
こ
そ
！
芸
大
ラ

ン
ド
へ
〉

　

七
月
四
日
、
奏
楽
堂
を
は
じ
め
と
す
る
音
楽

学
部
構
内
の
施
設
を
舞
台
に
、「
藝
大
と
あ
そ

ぼ
う
︿
よ
う
こ
そ
！
芸
大
ラ
ン
ド
へ
﹀」
が
、

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
藝
大
と
あ
そ
ぼ
う
」
は
、
新
し
い
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
可
能
性
を
追
求
す

る
シ
リ
ー
ズ
で
、「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
」
企
画
を
目
指
す
も
の
。
今
回
は
大
胆

に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
、
藝
大
が
一
日
テ
ー

マ
・
パ
ー
ク
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
奏
楽
堂
だ

け
で
な
く
、
上
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
所
で
は
、

参
加
し
た
一
〇
〇
〇
名
以
上
の
入
場
者
で
賑
い
、

楽
器
を
作
っ
て
演
奏
し
た
り
、
音
楽
に
関
す
る

ゲ
ー
ム
や
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
様
々
な

音
楽
と
の
出
会
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

◆
藝
大
フ
レ
ン
ズ
加
入
者
状
況

加
入
者
数
（
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
現
在
）

賛
助
フ
レ
ン
ズ　
　
　

個
人
一
七
三
名　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
人
五
団
体 

特
別
賛
助
フ
レ
ン
ズ　

個
人
一
六
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
今
年
度
上
半
期
に
開
催
さ
れ
た
主
な
展
覧
会
、

演
奏
会
記
録

大
学
美
術
館

芸
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展　

春
の
名
品
選

　

会
期　

四
月
十
四
日
～
六
月
十
四
日

　

入
場
者
数　

四
万
四
四
七
七
名

皇
女
た
ち
の
信
仰
と
御
所
文
化　

尼
門
跡
寺
院

の
世
界

　

会
期　

四
月
十
四
日
～
六
月
十
四
日

　

入
場
者
数　

六
万
五
三
二
六
名

奏
楽
堂

第
四
回 

奏
楽
堂
企
画
学
内
公
募
演
奏
会

「
怪
談
～
前
衛
音
楽
が
語
る
怪
奇
な
物
語
」

　

開
催
日　

三
月
十
四
日

　

入
場
者
数　

九
一
一
名

東
京
藝
大
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

ド
イ
ツ
公
演
記
念
演
奏
会

　

開
催
日　

記
念
演
奏
会
一　

七
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　

記
念
演
奏
会
二　

七
月
三
十
一
日

　

入
場
者
数　

七
二
五
名
、
七
三
六
名




